
C-15「よこはまの暑さを学ぼう」 
～暑さの原因を知り、自分たちのできることを考えよう～ 

講義担当：みどり環境局環境科学研究所 

講座対象者 
□小学校低学年  □小学校中学年  □小学校高学年 

□放課後施設利用児童 ■中学生  ■高校生  ■大学生  □地域一般 

授業活用例 「理科」、「総合的な学習の時間」 

関連のある 
SDGｓのゴール 

11、13 オンライン 
授 業 □可   ■不可 

対応可能曜日 ■平日   □休日   □その他（         曜日） 

対応時間 ９時～1６時 

年間実施上限数 ２回（７、８月を除く） 

講座実施方法 

※（ ）は場所等 

■講義（屋内：パソコン、プロジェクターが利用できる教室等） 

□ワークショップ（                      ） 

□自然体験（                         ） 

講座所要時間 ４５分程度 

実施条件、 
必要な準備等 パワーポイントが起動するパソコン、プロジェクターの準備をお願いします。 

 

講座内容 

１ 本講座の目的・ねらい 

地球温暖化に伴う気候変動に、ヒートアイランド現象も加わることにより、横浜の夏の暑さが厳し

さを増しています。熱中症にならないためには、日頃から暑さに備える工夫をすること（暑さに適応

すること）が必要です。 

本講座では、暑さにまつわる様々な内容の理解を深める講義を通じて、暑さに適応していくため

にこれから自分たちができることを考えてもらうきっかけを作ることを目的としています。 
 

２ 内容 
簡単なクイズを交えながら講義を行います。ご要望に応じて内容を調整しますのでご相談くださ

い。 

＜例＞・地球温暖化やヒートアイランド現象のメカニズム 

・横浜市の今の暑さについて 

・横浜市における暑さ対策の取組（①、②） 

①気候変動対策（緩和策・適応策）やヒートアイランド対策 

②横浜市環境科学研究所が行っている暑さに関連した調査結果 

     ・身近で実践できる暑さ対策の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 問合せ先 みどり環境局環境科学研究所 TEL：045-453-2550 

メールアドレス：mk-kanken@city.yokohama.lg.jp） 

 

横浜の年平均気温の推移

横浜は地球温暖化に伴う気候変動やヒートアイランド
現象などの影響を受けて、気温が上昇傾向にあります

※グラフは気象庁データをもとに作成

■ 地球温暖化

化石燃料の使用による二酸化炭素の排出などにより、

温室効果ガスが増加することで、地球全体の気温が上昇

横浜

中小都市

100年あたり約2.9℃上昇

■ ヒートアイランド現象

都市部の気温が郊外に比べ高くなる現象。

100年あたり約1.6℃上昇

約1.3℃の差

年
平
均
気
温
（
℃
）

Point

ヒートアイランド現象の影響を比較的受けていない中小都
市と比べると横浜は100年あたりの気温上昇量が1.3℃高く、
この差がヒートアイランド現象による影響と推測されます

横浜と中小都市での年平均気温の推移※

暑さ対策の調査結果の事例

日よけにより日射をさえぎることで、人が感じる暑さを大
きく和らげることができます
■ 歩行者が受ける熱量のうち、５割強は日射によるもの

であり、日射をさえぎることが暑さ対策として最も効

果的と言われています。※

※ まちなかの暑さ対策ガイドライン（環境省）より

Point フラクタル日よけとは

樹木の形状を模して、放熱特性を高めた日よけ

⇒ 日よけの表面が熱くならないため、

従来の日よけより暑さ対策効果が高い

■ 2016年に横浜赤レンガ倉庫前に、フラクタル日よけを

設置して調査をしたところ、日なたと比べて日よけの

下では、気温が約1.4℃、日射量が約74%低下、地面の

温度が約９℃低下していることがわかりました。

一枚布の日よけとフラクタル
日よけとの表面温度の違い

地表面温度の測定結果
（2016年7月20日11時52分）

一枚布の日よけ フラクタル日よけ


